North Tajima Earthquake (1925) Damage and Rescue in Tai by 浅子, 里絵
「田結村文書」にみる北但馬震災（1925）の被害と救護活動


















































































島村、港村）の養蚕農家は専業 1戸、兼業 1373 戸（総戸数 3544 戸中）で繭産額 2874 石、生








戸数 83 戸、人口 431 人ほどである 。
（ 2）　震央周辺地域の被害
　大正 14 年 5 月 23 日午前 11 時 10 分、兵庫県円山川河口付近を震源地とするマグニチュード
6.8 の北但馬震災が発生した。震源地に近い港村をはじめ、豊岡町、城崎町（現兵庫県豊岡市
城崎町）に甚大な被害をもたらした。この時の豊岡町、城崎町及び港村 7区域全体での被害は












































焼失 全潰 半潰 破損 計 焼失 全潰 半潰 破損 計
豊岡町 2178 1000 257 503 489 2249 1817  87 372 387 2663
城崎町  702  548 ― 　6  88  642  341  14  24  32  411






死者 傷者 行方不明 計
豊岡町 11097  87 293 ― 380
城崎町  3410 261 198 11 470











被害に関する調書 11 点、②救助・救護に関する調書 27 点、③義捐金に関する調書 10 点、④










ある大正 14 年 5 月 23 日付で記載されている。（表 3）これによると表 1・2の港村の被害状況
報告と少々数字は異なるが、津居山や気比では火災による焼失家屋が発生しており、一方田結
で焼失による被害が存在しないのは先述の報告と一致している。全潰家屋については総戸数
76 戸に対して 75 戸、残り 1戸も半潰とされ、被害を免れた家屋は皆無である。同様に気比、
津居山、瀬戸も全戸数とも何がしかの被害を被っており、特に津居山は焼失、全潰、半潰戸数
写真　「田結村から対岸一里の津居山を望む」（『但馬丹後大震災冩真画報』大阪朝日新聞社より転載）



















4は総戸数を 83 戸、人口を 431 人とし、表 3とは数字が異なるが、死亡者数の 7人は一致し








部落名 総戸数 焼失家屋 全潰家屋 半潰家屋 人　口 死亡者 重傷者 軽傷者
小島  85 　0  18  30  390  1  1  4
瀬戸 112 　1  37  74  574  4  3 30
津居山 250 165  75  15 1377 19  7 75
気比 191 　2 154  35 1129  6  5 10
田結  76 　0  75 　1  494  7  9 37
畑上  57 　0 　9  20  317  0  0  0
三原  31 　0 　1 　0  153  0  0  0
計 802 168 369 175 4434 37 25 157（ママ）
（戸） （人）






場所 負傷者（人） 場所 住宅被害程度（戸） 附属建物
県税
（戸） （人） （死者）致命傷 重傷 軽傷 （負傷者） 全潰 準全潰 半潰 被害程度
1 　9 1 4.35
2 　1  1 全 免
3 　7  1 5.70
4 　3  1 村内  1 土蔵半 5.14
5 　4 1 村内  1  3 村内  1 ナヤ全 4.94
6 　6 2 村内  1 村内  1 ナヤ準 8.12
7 　2  1 ナヤ全 3.52
8 　5 2 村内  1  3 村内  1 全 6.43
9 　5  1 村内  1 全 4.94
10 　6  1 村内  1 全 2.45
11 　4  1 村内  1 全 2.02
12 　3  1
13 　6  1 全 1.04
14 　2  1 0.23
15 　7  1 全 0.98
16 　3  1 全 5.35
17 　7  1  1 村内  1 全 3.84
18 　6  1  1 村内  1 全 3.80
19 　4  1 村内  1 準 2.87
20 　4  1 村内  1 全 3.03
21 　4  1 全 5.89
22 　9  1 村内  1 土蔵全 ナヤ準 8.90
23 　4  1  1 村内  1 全 2.55
24 　3  1 村内  1 1.29
25 　8  1 村内  1 3.41
26 　5  1 7.97
27 　7  1 土蔵準全 ナヤ準全 8.92
28 　7  1 ナヤ準全 2.58
29 　4  1 ナヤ準全 3.36
30 　9  1 2.25
31 　4  1 ▲  1 1.84
32 　5  1 準全 2.40
33 　6  1 土蔵ナヤ全 3.10
34 　2  1  1 ▲  1 全 1.03
35 　5  1 土蔵準 ナヤ全 8.30
36 　5  1  1 ▲  1 ナヤ全 0.92
37 　7  1  1 村内  1 土蔵全 ナヤ準 6.04
38 　7  1 ▲  1 土蔵全 ナヤ全 2.45
39 　1  1 免
40 　9  1 村内  1 全 3.30
41 　6  1 準 6.04
42 　9  1 村内  1 土蔵準全 6.31
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43 　4  1  1 村内  1 全 0.84
44 　4  1 0.52
45 　4  1 土蔵全 ナヤ全 8.17
46 　5  1 土蔵準 ナヤ全 6.21
47 　5  1 ナヤ全 4.93
48 　4 1  1  1 村内  1 全 4.37
49 　2  1 全 0.84
50 　4  1 全 5.02
51 　2  1 全 0.23
52 　8 1 村内  1 全 5.25
53 　6  1 土蔵準 ナヤ全 4.87
54 　4  1 村内  1 ナヤ全 3.54
55 　7  1 村内  1 土蔵全 ナヤ準 8.54
56 　7  1 ナヤ準 3.88
57 　7  1 村内  1 ナヤ準 免
58  10  1 4.52
59 　7  1 ナヤ全 1.66
60 　3  1 土蔵準 ナヤ全 8.00
61 　3  1 ナヤ全 課税セズ
62 　6  1 ナヤ全 課税セズ
63 　4  1 村内  1 ナヤ全 課税セズ
64 　3  1 ナヤ全 0.30
65 　7 1 村内  1 村内  1 土蔵準 ナヤ全 4.20
66 　4  1 ヘヤ準 ナヤ全 6.45
67 　7  1 村内  1 全 9.28
68 　9  1 村内  1 準 4.59
69 　6  1 村内  1 土蔵準 ナヤ全 6.17
70 　9  1 村内  1 全 2.58
71 　7  1 準 3.34
72 　8 1  1  1 村内  1 6.15
73 　1  1 土蔵全 ナヤ準 免
74 　5  1 村内 1 土蔵準 ナヤ準
75 　3 1
76  10 1  2 村内 1 土蔵全 ナヤ準
77 　5  1 村内 1
78 　8  1  1 村内  1 全
79 　5  1  1 村内  1 一準 一全
80 　3  1 未
81 　3  1 村内  1 準 課税セズ
82 　1  1 村内  1 全 免
83 　1  1 ▲ 1
合計 431 7 3 23 37 50 30 3
田町村人負傷者鉱山坑夫三十九才浜坂町人一軽村内
※負傷者がある上で、場所が無記載のものを▲とした。










　表 5は 5 月 30 日付の警察官による報告書から作成した被


































































の表 2、表 4とは異なり 440 人とされており、震災で建物の下
敷きになった人数が大人の男性は 12 人、女性 23 人、子供の男























































小人　男 2　女 1　小学校生徒　男 0　女 2」の家庭では「農、養蚕、大工、酒造出稼」に従事
しており、記載された仕事がその戸の収入源となっていることが明記されている。この場合、






　例えば、支援物資については大正 14 年 5 月 23 日付で記録が開始された「震災救護事務所手
簿」という記録があり、これは冒頭で行った「田結村文書」の分類で行くと②にあたる。内容




















　先述した表 6「職業調べ」には養蚕業の従事者が 27 人いたことが記載され、城崎郡が但馬





















品　物 単　価 数　量 見積代価 備　考
蚕籠    250 250  62,500
   100 300  30,000
棚  2,500   4  10,000
網 大小共    100 300  30,000
桑扱  5,000   1   5,000
暖炉  3,000   2   6,000
貯桑室  1,000   3   3,000
竹細工藁細工共  1,500   3  10,000 叺類含ム
噴霧器 15,000   1  15,000
製蔟器    150 300  45,000
マブシ折器  3,000   1   3,000
寒暖計 ―   3   3,600 寒湿計含ム
計 223,100
合計 223 円 10 銭
（「養蚕具損失見積高 6 月 4 日午後調」より作成）
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とある。被災した養蚕家 35 戸における養蚕器具の被害見積額は 7,808 円 50 銭であり、その他







































正 9年 10 月、震災後は震災発生と同年の大正 14 年 10 月に実施されている。田結だけの記録
はないため港村の項目を確認すると大正 9年は「世帯数 805、人口 3920人 」であり、大正
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